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第７う回医学情報サービス研究大会伽幌大会)参加記

2000年７月22日(土)～23日（日）に札幌医科大

学臨床教育研究棟大講堂を舞台に、第l7Ii'1医学

情報サービス研究大会(札幌大会)が開催されま

した。

ラベンダーの花香を参加の証にという細やか

な心使いに始まったこの大会は、北の国という

メリットと実行委員長の美貌からか、160名近

い参加者があり、大変盛大なものでした。しか

し、遠方というデメリット？力､、近畿地区から

の参加は少なかったようです。

特別講演においては、札幌医科大学の辰巳治

之教授より「次世代インターネットのバックグ

ランド」と題された､次世代インターネットプロ

トコルの運用など、流通の未来世界を目にして

いるような貴重な話が楽しく紹介されました。

一般演題においては、病院図:i雛盾関係の発表

も多く、興味を引きました。

看護部への個別文献検索指導、患者とその家

族への医学情報サービス､病院図普室でのNAC‐

SISサービス活用、ファイルメーカーProを用

いた相互貸借業務、病診連携と病院図普室の役

割、看護図普館の現状と課題、北海道看誰協会

図書室の活動などが紹介されました。これらは、

病院図書館を運営している者同士、業務に、サ

ービスに、影響されるところは多く、発表者の、

日ごろの業務の中での一歩路み込んだ努力と実

行力に拍手を送りました。

今回は、開会前に「ビギナーズ・セッション」

として、大会に始めて参加する方のための時間

もりかわはるみ：松阪中央総合病院

tosho＠ｍs､mch-unet・ocn.、e,jｐ
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森川治美

が設けられました。仲間づくりを目指したもの

でしょうか。この情報大会ならではの、とてもよ

い企画と感じました。臆病になりがちな参加者

にきっといい仲間づくりができた事でしょう。

情報サービス大会は、医学関係図書館員に発

表の機会を与えるためのものでもあると聞いた

ことがあります。若手図書館員の発表のチャン

スであると共に、病院図書館員と大学図書館員

が同一場所に集う唯一の大会であるとも思いま

す。今後もよい大会にしていただきたいと思っ

ています。

会場は、講演、発表にインターネットやパワ

ーポイントによるプレゼンテーションが多く、

以前にもまして、コンピュータをフルに活用し

た環境作りがなされており、さらに大会運営の

方々のスムーズな進行に驚きました。

懇親会では、いろいろな北海道料理と、でき

立てのアイスクリームをとてもおいしくいただ

きました。大変多くの参加者数で、満員列車の

中にいるようでしたが、とても楽しいひととき

を過ごすことができました。

実行委員長の平さんを始め､実行委員､協力委

貝の方々、そして地元病院図書館員のネットワ

ークである北海道ライブラリー研究会の方々の

お心づかいとご苦労に心から感謝いたします。
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